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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

１：
８０％
未満

ＤＩＣＴ機器を効果的に活用して、互いの考え
を共有し、自分の考えを深める学習活動を
取り入れている。

4

3

〇「タブレットを使うことは、自
分の学習の役に立っている」と
肯定的に回答した児童は９５．
７％。
〇「タブレットを使って、友達と
意見の交流をしている。」と肯
定的に回答した児童は８０．
５％。
⇒以上のアンケート結果より、
タブレット端末を利用した授業
展開はほぼ実現できている
が、コミュニケーションの機会を
設定することに課題が見られ
る。

【改善策】
（１）各教科・領域の指導にお
いて、ICTを活用した指導実践
を参考に、日頃の学習におい
て友達との交流する機会を設
定する。
（２）５・６年生の外国語及び１
～４年生の外国語活動におい
てALTを活用を継続し、コミュ
ニケーションをする機会を設定
した授業展開を今後も継続し
ていく。

Ａ 5

〇ICTの活用は適切に積極的にこれていると感じます。「友達と
の交流」は、学習に限って促進することが、難しい面もあるかも
しれません、
ICTならではの「今教室にいない」他学年、他校、日本各地、外
国などとの交流ができると、可能性と視野が大きく広がりそうで
すね。

〇タブレットでの教育が増えてきているが、児童同士のコミュニ
ケーションの機会を増やすシーンを施策していただきたい。

〇コミュニケーション力は、今後知力と同様に重要視されるもの
と思います。対面での交流などで、子供の頃から鍛えることが
大事ですが、コロナ禍では難しい局面も多くあると思います。今
後も子ども達のコミュニケーション能力の向上に尽力されること
を期待します。

〇タブレットは、調べ学習をしたり表現をしたり、とても活用され
ていると思う。PCを使用すると個になりがちと感じていたが、他
の意見を知り、意見の交流をもつ事も大切。タブレットが多様に
活用されていると思う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、「おおたの
ものづくり」を生かした体験活動や理数授業等を実施
する。 4

３：
８５％
以上

Ｂ 2

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画を作成
し、計画に基づいた体育指導や「一校一取組」運動や
「一学級一実践」運動を実践する。 3
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ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

児童の自己評価
において「タブ
レットを使うこと
は、自分の学習
の役に立ってい
る」,「タブレットを
使って、友達と意
見の交流をして
いる。」の項目
で、Ａ（とても思
う）Ｂ（思う）と回
答した児童の割
合

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

4

〇「自分には、よいところがあ
ると思いますか。」に肯定的に
回答した児童は８３％。
〇「あなたは、学校の中で、大
切にされていると思います
か。」に肯定的に回答した児童
は８１．９％。
⇒８割以上の児童が、自尊感
情や自己有用感が高いが、他
のアンケート項目と比べ否定
的な回答をしている児童の割
合も高い。

【改善策】
〇学校いじめ防止基本方針を
教職員が理解し、いじめの未
然防止、早期発見の手だてを
講じてきた。重大事案が起こっ
た場合にもいじめ対策委員会
を発足させ組織的な対応を
行ってきた。
○学校生活調査やＱＵの結果
分析により、必要な支援ができ
るよう活用した。要配慮児童へ
の追跡調査を行い、指導効果
の検証を行っていく。
〇問題行動・不登校児童対策
として、支援員を複数配置し個
別指導の充実を図ってきた。

4

4

4

4

〇「学校は、お子さんの学力の
定着・向上のために、工夫した
分かりやすい授業を行っている
と思いますか。」に肯定的な回
答をしている保護者は９０．
２％。
⇒9割以上の保護者が肯定的
に捉えている。
〇「学校は、授業中の話の聞き
方や発表の仕方など、学習の
きまりが守られ、落ち着いた雰
囲気の中で学習が進められよ
う心がけていると思いますか」
の項目に肯定的な回答した保
護者の割合は８７．１％と昨年
度より８．１％向上した。

【改善策】
〇学力向上につながる授業力
が育成できるよう、若手のニー
ズに応じたОJTや各種研修を
引き続き推進していく。
〔保護者回答者数…390〕

３：
８５％
以上

２：
８０％
以上

１：
８０％
未満

4

4

3

4

4

4

4

１：
８０％
未満

〇コミュニケーションの機会が減っているので、自身を否定する
児童が増えていると思う。今後も先生たちの対応が大変だと思
うが、期待する。

〇肯定的に答えていなくても、控えめなだけ、というお子さんが
ほとんどかと思いますが、これからのグローバル社会で生きる
ためには、素直に「自分が好き」と表現できることは、とても強み
になるので、他者に認めてもらう取り組みと同時に「自分で自分
の良さ、強みを理解し、自分を大切にすることの良さを知っても
らえるといいかと思います。

〇自己肯定感を高めることは、子供たちの潜在的な力を引き出
し、未来への可能性を広げるためには、とても大切なものだと
思います。子供に関わる大人たちの意識の変化も必要だと思
います。

〇児童数がとても多い学校なので一人一人に相対することが
難しい中、８０％以上が肯定的で良いことだと感じる。児童数が
多い分、子ども達同士で高めあう事もあるかと感じている。

〇体育の授業や運動会の練習にもタブレットを活用した分かり
やすい解説を入れていただく等、工夫はされていると感じます。
体育の授業や運動の時間だけでなく、屋内でもいいので、
ちょっと体を動かす　という取り組みも良いかと思います。

〇最近は、他者と比べられることを嫌う子どもが増えたと感じま
す。前述の自己肯定感の低さの影響とも考えられます。子ども
たちには、体をうごかすことの楽しさを知って欲しいと思います。

〇児童の個々の特性もあり、外遊びの好きな子、苦手な子もい
て、スポーツに関しても、同じかと感じる。しかし、スポーツの種
類によって児童の感じ方も違うのかと感じている。児童数に対し
て、校庭も狭く大変だなと感じている。

〇校長先生や副校長先生の児童に分かりやすい説明（話し方
はすごく素晴らしく、大人も聞き入ってしまうぐらいなので、管理
職がしっかりしているからこそ先生や児童たちが先生の言うこと
を聞いていると思う。

〇授業参観の復活など、実際に子どもたちの学ぶ姿を見ること
ができたことによる評価だと思います。
　研修などリアルに対面で行えると先生方のスキルアップにつ
ながると期待します。

〇授業の工夫については、どの先生方も熱心に取り組まれ、先
生同士の交流も活発で素晴らしいと思います。「決まりを守れな
い」児童へのアプローチが、やや疑問に感じるシーンもあるの
で、引き続き研究してくださると良いかと思います。

〇保護者の方々の肯定的な意見が多く良かったと思います。
学校公開や、子ども達の日々の学校生活の成果が受け入れら
れているのかと感じる。

4

4

〇算数少人数などの学習能力アップを施策しているので、各児
童の学習能力アップに期待できる。

〇子どもたちが、進んで学習に取り組む習慣を身につけること
は、これからの人生にとって、とても大切なことだと思います。先
生方の日頃の努力や熱意に敬意を表します。

〇概ね、十分な取り組みがされていると思います。ステップ学
習チェックシートは、いまいち活用がされていないのかな（通知
表を戻す時に慌ててまとめて押印する書類というイメージ）と感
じるので、いい読み取り方、活用法を広めていただけるといい
かと思います。

〇１学年 ３０名以上の児童に対し、同じ進行で授業を行う事
は、大変な事だと思う。９０％以上の児童が授業がよく分かると
回答があった事は、先生方のご努力だと感じた。

〇「学習に進んで取り組んでい
る」に肯定的な回答をした児童
の割合は８９．７％。
〇「学校の授業はよく分かる」
に肯定的な回答をした児童の
割合は９２．８％。
⇒児童一人ひとりが学ぶ意欲
をもち分かる・できるという実感
をもっていことが分かる。

【改善策】
（１）各種研修を積極的に受講
するとともに、校内研究会や校
内OJT等により、指導方法の
共有化を図り、指導力の維持・
向上を目指していく。
（２）上記項目に否定的に捉え
ている児童もいるため、児童の
実態に応じた個別指導・支援
についても意識して対応してい
く。

〔児童回答者数…843〕

6

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

一校一取り組み（長縄跳び、持久走、短縄
跳び）を通して、体力向上に取り組み、休み
時間の外遊びを励行する働きかけを行って
いる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

道徳で、いじめをテーマにした授業を学期
に１回実施し、生命尊重の心の育成に各教
科の指導を通して取り組んでいる。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

年３回の授業観察後、自己申告の面談に
おいて、自己評価カードをもとに協議し、指
導法の改善に取り組んでいる。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

3

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

問題解決的な学習の充実を図る授業に取
り組み、主体的対話的で深い学びのある指
導を目指している。

１：
８０％
未満

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

家庭学習を推奨し、毎日適切な課題を提示
する。また、学年の発達段階に応じて、タブ
レットを活用した課題に取り組ませている。

2

1

２：
８０％
以上

１：
８０％
未満

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：
８５％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

「学校は、保護者会・学校だより・
学年だより・ホームページ等を通し
て学校生活や教育内容について、
保護者に分かりやすく伝えている
と思いますか」の項目に８８．８％
⇒学校長が学校HPにより週に１
回以上子どもたちの様子を掲出す
るなど、情報発信をしていることを
始め、学級便りなどで情報を発信
している。

【改善策】
（１）学校支援地域本部との連携
強化をし、学校ビオトープの整備
や、家庭科支援を追加し、地域・
保護者の方々による支援を拡充し
てきた。引き続き連携を推進して
いく。
（２）保護者の要望として、学校か
らの配布物の電子化がある。大田
区の情報の取り扱いに関する規
則内において、情報を発信できる
よう検討していく。

〔保護者回答者数…395〕

〇学校の情報を逐一発信しているので、学校の中のことを知れ
ている。今後も引き続き続けていって欲しい。

〇総評　大田区内で児童数が多い池雪小学校ですが、校長先
生始め副校長先生、他の先生方の熱意あるご指導で児童達が
伸々と教育をうけられている事に、感謝の念で一杯です。これ
からもプラス地域の方々のお助けを借りながら子ども達が幸せ
に過ごせますよう心から祈っております。ありがとう存じます。

〇情報発信は、可能な方法で適切にされていると思います。
「校長室より」「給食室より」は楽しみにしている保護者が特に多
いと思います。学年だよりのアップが時々かなり遅いので、ルー
ティンで月日にアップされるようにするなど、していただくといい
かと思います。

〇コロナ禍による、学校と地域の分断は思いのほか影響が大
きかったと思います。今後再開される地域（青少対）事業には積
極的に参加していただき、多くの関わりからの成長をして欲しい
と考えます。

〇学校だより等、情報が配信されていると思う。配信はされて
いても、受け取れない。受け取らない。事もあるので、難しさを
感じる。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

6

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

4

3

令和４年度　大田区立池雪小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

○学校規模・・・・・・・・・・・児童数：８８３名・学級数：２７学級・教職員数：校長１、副校長１、教員３６、事務１、栄養士１、カウンセラー２、講師６
○本校の教育目標・・・・・よく考える子ども　　思いやりのある子ども　　がんばる子ども　　じょうぶな子ども
○本年度の主な取組・・・校内研究：教科（理科）
○特色ある教育活動・・・国際交流（東京工業大学留学生・東京朝鮮第六初級学校）　　池雪いきいき応援隊（学校支援地域本部）と連携した教育活動　　校内研究と授業観察を関連づけた授業改善

児童の自己評価
において「自分に
は、よいところが
あると思います
か。」、「あなた
は、学校の中で、
大切にされている
と思いますか。」
の２項目で、Ａ（と
ても思う）Ｂ（思う）
と回答した児童
の割合

保護者の学校評
価において「学校
は、保護者会・学
校だより・学年だ
より・ホームペー
ジ等を通して学校
生活や教育内容
について、保護者
に分かりやすく伝
えていると思いま
すか」の項目で、
Ａ（とても思う）Ｂ
（思う）と回答した
保護者の割合

目標に対する成果指標

２：
８０％
以上

４：
９０％
以上

4

4

3

6

Ｂ

３：
８５％
以上

２：
８０％
以上

４：
９０％
以上

４：
９０％
以上

３：
８５％
以上

２：
８０％
以上

２：
８０％
以上

１：
８０％
未満

B

「授業や体育朝会で、縄跳び、
持久走を行ったり休み時間に
外遊びをしたりし、すすんで運
動している。」と肯定的に回答
した児童は７９．６％
⇒８０％を下回る結果となっ
た。運動については、運動する
児童としない児童の二極化が
見られる。
【改善策】
(1)体育指導の改善に向けた校
内研修を実施し、運動が分か
る・できる体育指導を目指して
いく。
（２）一校一取組では、持久走
や縄跳びに取組み、体力向上
の取組を継続し、自己の体力
向上に関心をもてるよう指導す

保護者の学校評
価において「学校
は、お子さんの学
力の定着・向上
のために、工夫し
た分かりやすい
授業を行っている
と思いますか。」
の項目で、Ａ（と
ても思う）Ｂ（思う）
と回答した保護
者の割合

児童の自己評価
において「授業や
体育朝会で、縄
跳び、持久走を
行ったり休み時
間に外遊びをし
たりし、すすんで
運動している。」
の項目で、Ａ（と
ても思う）Ｂ（思う）
と回答した児童
の割合

Ａ

児童の自己評価
において「学習に
すすんで取り組
んでいる」「学校
の授業はよく分
かる」の項目で、
Ａ（とても思う）Ｂ
（思う）と回答した
児童の割合

1

Ｃ

Ｄ

４：
９０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
９０％
以上

Ｄ

３：
８５％
以上


